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小学生競技者が走り高跳びの踏切り脚の足を接地した角度について
福井大学教育地域科学部 田 中 秀一
元越前町立城崎小学校 平 井 大 鵬
正式な陸上競技会の走り高跳び種 目に出場 している,小 学5年 生と6年生の男子16名と女子28名につ
いて,足 裏から着地する跳躍法の踏切 り脚の足を接地 した角度をVTR撮影 して調査 した。調査 した全跳躍
の約70%が45度よりも小 さな角度であった結果は,は さみ跳び とまたぎ跳びの跳躍法が混在 していたと
考えられる。はさみ跳びの専門的な練習を行っていると推測できる小学生競技者の結果であることを考
慮すると,体育授業で学習 している跳躍法は,踏切 り脚の足を接地する角度が小 さなまたぎ跳びであっ
て,は さみ跳びの前段階にとどまっているのではないかと考えられ る。はさみ跳びを学習する体育授業
では,身 体重心を高く跳び上げる踏切 りだけでなく,その重心高に見合った高さのクロスバーを越 える
身体各部の操作を身に付 けるために,ク ロスバーに対する助走の角度 と踏み切る足を接地する角度が重
要であろう。
キー ワー ド:走 り高跳び,踏 切 り脚の足,は さみ跳び,ま た ぎ跳び
1.はじめに
小学校体育 「陸上運動系」領域における 「走り高跳び」
は,第5学 年及び第6学 年の高学年で 「ルールを定めて
競争 した り,自己の記録の伸びや 目標とする記録の到達
を目指 した りしなが ら,リズ ミカルな助走か ら踏み切っ
て跳ぶ,と い う走 り高跳びの技能を身に付けることがで
きるようにする」と,小学校学習指導要領(以 後,指 導
要領と略す)(文部科学省,2008a;1998)や小学校学習指
導要領解説体育編(以 後,解 説体育編と略す)(文部科学
省,2008b;1999)に述べ られている。走 り高跳びは助走
で得た水平方向の運動量を,片脚による1回の踏切 りで
垂直方向へ方向を変えて,重 力に抗 して重心を高く上昇
させてクロスバー(横 木)を 越える運動である。はさみ
跳びでは直線助走が用い られるために,この跳躍法は高
い助走速度を発揮 しやすい利点がある。 しか し,踏切 り
時に脚 を支 えることができる限界速度を超 えて,所 謂
「つぶれる」場合がある。このような助走をすることなく
効率的に上昇力を得るために,大 きな跳躍角度を得る踏
切 りを行 うことができる最大下での助走速度が,高 い助
走速度を発揮す るよりも重要である。指導内容 として
「助走が5～7歩 程度のリズ ミカルな助走か ら踏み切っ
て跳ぶことができるようにする」(文部科学省,2008b)や
「5～7歩程度の リズ ミカルな助走から高く跳ぶ」(文部
科学省,1999)と解説 されているのも,垂 直方向へ高い
角度で重心を上昇させる踏切 りが,助 走速度よりも重要
であることを強調 しているか らである。
歴史的にはおおまかに,は さみ跳び,ベ リー ・ロール
(ストラ ドル)そ して背面跳び(フ ォスベ リー ・フロッ
プ)な ど,クロスバーを越える空中フォームの違いから,
呼称が異なる跳躍法が考案 ・開発されるとともに記録も
向上 してきた。そ して現在では,競技会に出場 している
中学生以上の競技者すべてが,背 面跳びを用いていると
言っても過言ではない。地面(砂場)あ るいはマッ トへ
の着地で,最 初に接地する身体部位がベ リー ・ロールは
肩や腕,そ して背面跳びは後頸部か ら背部にかけてであ
るのに対 して,は さみ跳びは足裏である。そのために小
学生が学習する跳躍法として,は さみ跳びが足裏で着地
する安全な跳躍法 として解説体育編(文部科学省,2008b;
1999)に明示されている。毎年,夏 季休暇中に開催され
ている 「全国小学生陸上競技交流大会(以 後,交 流大会
と略す)」でも,大会要項の競技方法には 「足裏から着
地する跳躍法(は さみ跳び)を 用いなければな らない」
と定められている。そのために,足裏か ら着地 しないで
轡部や背部で着地 した跳躍は,無効試技と判定されて し
ま う。
交流大会に出場するためには,各都道府県で実施され
る口本陸上競技連盟競技規則(以 後,陸上 競技規則と略
す)に 準拠 した予選会を勝ち抜く必要がある。陸E競 技
規則には小学生に対する跳躍法の規定はないが,交 流大
会の競技方法には前述 したごとく,は さみ跳びの使用が
規定されている。このために,陸上競技規則に準拠 して
実施される陸上競技会に出場する小学生競技者は,体育
授業で行 うよりもはるかに多くはさみ跳びの指導を受け
るとともに,練習も行っていると推測できる。 しか し,
足裏か らの着地を上手くできないで,轡 部や背部で着地
する小学生競技者を見かけることが しばしばある。この
理由として,は さみ跳びの跳躍法に関する理解が不十分
なことに加えて,ス ポーツクラブの練習や小学校の体育
授業での学習も,不十分なためではないかと考えられる。
本研究の 目的は,陸上競技規則に準拠 して実施された
陸上競技会に参加 している小学生競技者が,足 裏か ら着
地する走 り高跳びの踏切 り時に,踏切 り足を接地 した角
度を明らかにすることである。得 られた結果は,体 育授
業で行 うはさみ跳びの指導にも役立てることができると
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考 える。
1.方 法
1)対象者
平成24年度に福井県内で実施された,3つ の陸上競技
会に出場 した小学5年 生と6年生の男女であった。複数
の陸上競技会に出場 した選手は,最 も良い記録を残 した
陸上競技会での跳躍を分析対象にしたので,実 際の人数
は男子16名と女子28名の合計44名であった(表1)。
2)データ収集
主催者 にデー タ収集 理 由を説 明 し,VTR撮影す ること
の許可 を得た。ホー ム ・ス トレー ト側ス タン ド上部か ら
とバ ック ・ス トレー ト側の フィール ド内か ら,三 脚 にそ
れぞれ 取 り付 けた2台 のデ ジタルVTRカメ ラで,左 脚 踏
切 りの選手 と右脚踏切 りの選手 を撮影 した。すべての試
技が終了 した後,陸 上競技規則 に規定 されて左右の支柱
間 に引かれた 白線の 中央部 を基点 と して,45度と90度の
角度で助走路 に白色テープ を添付 した。その後,カ メラ
の高 さ,角 度お よび方 向を跳躍試技 中と同 じ状態で助走
路 を撮影 した(図1)。
はさみ跳びの助走 は,直 線的 にクロスバー に対 して45
度 くらい(高 橋,2012;文部科学省,2012),45度(日本
陸上競 技連盟,2010),30～45度(木下 と清 水,2005)ま
た は40～60度(押切 と有吉,1985)で行 うと説 明 されて
い るごとく,ク ロスバー に対す る助走角度 は30～60度の
範囲で ある。 しか し,教 師が指導 に用い る頻度が高い と
考 え られ る小学校体 育科教師用 指導書 一6年 一(高 橋,
2012)および教師用指導資料(文 部科学省,2012)には,
助走方 向を図示 した うえに 「45度くらい」 と明示 されて
い ること,小 学生 を対象 にした陸上競技指導教本ア ンダー
12(日本陸上競技連盟,2010)には,「45度を基準 にして」
と説明 されてい る。 これ らの ことに加 えて,撮 影条件 を
確定す るた めの予備収録 と して,跳 躍場所 に向け下 向き
角度 で撮影 したVTRカメラの再生画像 を検討 した結果,
踏切 り足 を接地す る角度 をクロスバー に対 して45度を境
界 に して 区別す ることに した。
3)分析に用いたデータ数
データとして用いることができた有効と無効を含む試
技数は,男子98跳躍と女子186跳躍の合計284跳躍であっ
た。有効跳躍とは,ク ロスバーを落とすことなく跳び越
して,足 裏から着地 したと跳躍審判員が判定 した跳躍で
あって,跳 躍法が 「はさみ跳び」であったのか,「また
ぎ跳び」であったのかは判定に考慮されなかった。 撮
影 したVTRは踏み切る足の接地映像であ り,ク ロスバー
を越える空中フォームは撮影 しなかった。
図1.ク ロスバーに対 して,45度と90度の角度
で助走路に添付 した 白色テー プ
図2.踏 切 り足が右足の接地
図3.図1と 図2の 重ね合わせ
図4.接 地足の角度を判定するために,
足先まで移動 ・編集 した図
図3の 図1を
4)分析 方法
撮 影 したVTR画像 を パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ
(LenovoG570)に取 り込んだ後,動 画比較再生 ・編集 ソ
フ トウェア 「MediaBlend;(株)ディケイエイチ」 を使
用 して判定 した。図1に 示 した画像 を,踏 切 り足が離地
直前の靴底全体が接地 した静止画像(図2)に 重ね合わ
せ た(図3)。 は さみ跳 びは クロスバー に近 い脚 を振 り
上 げるた めに,ク ロスバーか ら遠い脚で踏み切 らね ばな
らない。 したが って,踏 切 り脚の足 は左右の支柱 を結ぶ
線か ら助走路側の離れた位置 に接地 され る。図3に 示 し
た画像の図1を 移動 して,図4の ごとく編集 した。図4
に示 した ごとく,踏 み切 る直前の踏切 り足全体の接地 と
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助走路に添付 した白色テープの位置関係から,クロスバー
に対する踏切 り足の角度を,45度よりも小さな接地角度
(以後,角 度小と略す)と,45度またはそれよりも大き
な接地角度(以後,角 度大と略す)の2種類に分けた。
皿.結 果
有効 な最高跳躍記録の範囲 は,男 子1mOOcm～1m48
cmと女子1mOOcm～1m32cmであった。分析 に用い るこ
とがで きたデー タ数 は,前 述 した ごとく男子98跳躍 と女
子186跳躍 の合計284跳躍で あった。
284全て の跳躍 にお ける踏切 り脚 の足 を接地 した角度
が,ク ロスバー に対す る角度小 は200跳躍(70.4%),角
度大 は84跳躍(29.6%)であった。 また,男 子98跳躍 と
女子186跳躍 それぞれ につ いて,男 子 の角度小 は71跳躍
(72.4%)と角度 大は27跳躍(27.6%)(表2と図5-1)
で あ り,女 子 の角度小 は129跳躍(69.4%)と角度 大 は
57跳躍(30.6%)(表2と図5-2)で あった。
男子 と女子 を含 めた場合 あるい はそれぞれ を区別 した
場合のいずれ も,有 効また は無効 に関わ らず約70%の跳
躍が,ク ロスバー に対 して踏切 り脚の足 を角度小で接地
してお り,約30%が角度大での接地であり非常に少なかっ
た。
跳躍する高さが増すと,踏切 り脚の足を接地 した角度
は変化するかどうかを明らかにするために,有効な最も
高い跳躍と無効であった次の高さの跳躍を比較 した。一
つの高さについて3回 の試技が認められているが,無 効
であった次の高さは3回 目の試技とした。競技会によっ
て最初に跳躍する高さは異なるが,最 初の高さを失敗 し
て次の高さを跳躍することが出来なかったのは男子2名
と女子3名 であり,いずれも最初の高さが1mlOcmの競
技会であった。 したがって,男 子14名と女子25名の39名
について変化 したのは,角度大か ら角度小へは男子1名
と女子2名,角 度小か ら角度大へは男子1名 と女子4名
の計8名 であり,残 りの31名は跳躍する高さが増 しても
変化 しなかった。
有効な最も高い跳躍では,25名が角度小で14名が角度
大で接地 してお り,無効であった次の高さの跳躍では,
23名が角度小で16名が角度大で接地 していた。
表1.競 技会と対象者
対 象(人数)
月 日 競 技 会
男 子 女 子
6月3日 小学生春季記録会
7月29日 交流大会県予選会
8月5日 坂井地区夏季記録会
5年生(1)・6年生(2)
5年生(1)・6年生(6)
5年生(3)・6年生(3)
5年生(1)・6年生(11)
5年生(3)・6年生(5)
5年生(0)・6年生(8)
表2.ク ロスバーに対する踏切 り脚の足の接地角度小と角度大
それぞれの跳躍数および全跳躍数に対する比率(%)
角度小 角度大 計
男子
女子
71(72.496)
129(69496)
27(27.6%)
57(30696)
98(100%)
186(10096)
図5-1男 子の総跳 躍数(98)に対す る
角度小(■)と角度大(□)の比率
図5-2.女 子の総跳躍数(186)に対す る
角度小(■)と角度大(□)の比率
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Ⅳ.考 察
本研究 は,陸 上競技規則 に準拠 して行われ る陸上競技
会 に出場 した小学生が,走 り高跳びの跳躍法 と して用い
なけれ ばな らない足裏か ら着地す るはさみ跳びで,ク ロ
スバー に対 して踏切 り脚の足 を接地 した角度 を明 らか に
しよ うと した。解 説体育編(文 部科 学省,2008b;1999)
にも体育授業の走 り高跳びで は,は さみ跳び を学習す る
ことが 明示 されてい る。陸上競技会の走 り高跳び に出場
してい る小学校5年 生 と6年 生 は,は さみ跳び を体育授
業で学習す るよ りも,専 門的 に多 く練習 を行 ってい ると
推測で きる。 この よ うな児童が行 う踏切 り脚の足が,ク
ロスバー に対す る角度 を明 らか にす ることは,陸 上競技
会 を 目指す児童の指導者 はもとよ り,体 育授業での指導
にも役立つ知見 を得 ることがで きると考 える。
有効 と無効 を含む男子98跳躍 と女子186跳躍 の合計284
跳躍 について,ク ロスバー に対 して踏切 り足が接地す る
角度 は,45度 よ りも小 さな角度小 が200跳躍(70.4%)
と,45度よ りも大 きな角度大が84跳躍(29.6%)であっ
た。 また,男 子98跳躍 の うち角度小 が71跳躍(72.4%)
と,角 度大が27跳躍(27.6%)(表2と図5-1)で あった。
女子186跳躍 の うち角度小 が129跳躍(69.4%)と,角 度
大が57跳躍(30.6%)(表2と図5-2)で あった。男子 と
女子 ともに,角 度小が角度大の2倍 以上で あった。足裏
か ら着地す る跳躍法で あった ものの クロスバー を越 える
空 中フォー ムが,は さみ跳び とまた ぎ跳びが混在 してい
た と考 え られ る。 さ らに,最 初の高 さが有効で次の高 さ
を跳躍 した39名中31名は,跳 躍す る高 さが高 くなって も
踏切 り足 を接地 した角度 に変化 はなく固定 していた。跳
躍す る高 さが高 くなると39名中8名 が,踏 切 り足 を接地
す る角度が変化 した ことは,助 走が不安定 なことと踏み
切 る地点が一定 しなか った ことが原因で はないか と考 え
られ る。 はさみ跳び はクロスバー に対 して約45度の角度
で,踏 切 り直 前で弧 を描 くことなく直線的 に助走す るた
めに,ク ロスバー に近い側の脚 を振 りEげ るが,助 走方
向へ振 り上 げ脚 を伸 ばす ことが 出来 る し,踏 み切 り地点
もクロスバーか らあま り離れ ない。
踏切 り脚の足の角度が45度よ りも小 さいの は,は さみ
跳びの前段階で あるまた ぎ跳びの踏切 り(ウ ィッシュマ
ン,1968;目本 陸上競技連盟,1994),または背 面跳 びの
踏切 り(日 本 陸上競技連盟,2010)に近い。 この よ うな
踏切 りを行 うと,ク ロスバー を越 えるた めに助走方 向と
一致 した方 向に振 りEげ た脚 を,着 地す る地面(マ ッ ト)
側 に方 向を変 えなければ な らず(ク ロスバ ーをまた ぐ)
また ぎ跳び となる。助走方 向が クロスバー に対 して小 さ
な角度 になる(ク ロスバー と平行 に近づ く)ほ ど,振 り
上げた脚 の方向を着地す る側へ大 き く変 えねばな らない。
あるい は助走方 向が45度か45度に近い角度で あって も,
最後の1歩 で ある踏切 り足 を小 さな角度で接地 した り,
踏み切 る数歩前が 曲線的 になると,接 地す ると同時 に身
体の縦軸 を中心 に回転力 を生 じさせ ることになる。 この
ことが,轡部あるいは背部で着地を行 うことにっなが り,
解説体育編(文 部科学省,2008b;1999)に明示されてい
るはさみ跳びとは異なる跳躍法になるし,小学生が出場
する陸上競技規則に準拠 して行われる陸上競技会では無
効試技 と判定 される。撮影 したVTR映像か らは,助 走方
向が直線的か ら曲線的に変化 したのか,最 後の1歩 で角
度が変化 したのかを判別することが出来ない。
走 り高跳びでは踏切 りの巧拙が,上 昇させる重心の高
低を決定 し,いったん空中に跳び上がった ら,上昇中に
身体重心の軌道を変えることはできない。また,踏 み切
る動作はそれだけで独立 したものではなく,助走も踏切
りの原動力の一部であることか ら,効率的な踏切 り準備
を行 うことができるような速度が必要となる。このこと
か らも、助走を開始する地点か ら踏み切 り地点まで、助
走角度と速度を安定 して行えるようにすべきであろう。
解説体育編(文 部科学省,2008b;1999)に「5～7歩程
度の リズミカルな助走か ら…」と示されているはさみ跳
びの指導内容は,踏切 りを左脚(右 脚)で 行 うならば,
助走中に左足(右 足)接 地を強調する助走を意味する。
アクセン ト高跳び(池 田,2015)がこれにあてはまる。
「アクセン ト高跳び」 とは,跳 躍者 と周囲の非跳躍者あ
るいは教師が,助走開始からお互いに 「イチ,二,サ ン」
と声を掛け合いなが ら,3歩助走の跳躍を行 う 「リズム
跳び」か ら発展 した 「5歩助走の リズム跳び」である。
助走の2歩 目と4歩 目に 「アクセン ト」を付けるために
「アクセン ト高跳び」 と呼ばれている。5～7歩 以上の
助走歩数を用いる場合でも,助走を開始 して踏み切ろう
とする地点の5～7歩 前あた りか ら,踏切 り脚の足の接
地を強調することが リズミカルな助走になるであろう。
踏み切った後の身体の操作について,ウ ィッシュマン
(1968)は次のように述べている。すなわち,「上昇中に
身体の縦軸 を中心に,左 脚踏み切 りの場合は左へ捻 る
(右脚踏み切 りの場合は右へ)。振 りEげ脚がクロスバー
を越える時は,E体 を横に倒 し,助走 してきた足跡が見
えるくらいまで身体を内側へ捻る。これによって身体が
地面と水平に近くなった ら,踏み切 り脚をクロスバーの
上に,勢いよく振 り上げてクロスバーを越える。踏み切
り脚が 『はさみ』のような動きをすることになる。」で
ある。このように上体と両脚を操作することによって,
助走してきた方向に上体を向けた着地姿勢になる。また,
クロスバーを越える時の上体を横に倒すはさみ跳びは,
身体の重心高とクロスバーとの差を小さくすることが出
来る跳躍法(ダ イソン,1975)である。またぎ跳びの空
中フォームは上体を立てているので,自 然な踏切 り感覚
を身に付けるのに効果的である(ウィッシュマン,1968)。
さらに,ク ロスバーの上で上体を横に倒 して内側へ捻る
必要がないので,上 体は助走方向を向いたままの着地姿
勢になる。これ らが,は さみ跳びよりもまたぎ跳びが容
易な跳び方である,と される理由であろう。 しか し,ク
ロスバーを越える時は上体を横に倒すはさみ跳びとは異
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小学生競技者が走り高跳びの踏切り脚の足を接地した角度について
な り,ま た ぎ跳び は上体 を立ててい るた めに,身 体重心
をクロスバー よ りもか な り高 く上 げね ばな らない。 ダイ
ソン(1975)が跳び上が った クロスバー上の姿勢の違い
によって,身 体重心の高 さとクロスバー との差 を図示 し
説 明 してい るごとく,は さみ跳び よ りもまた ぎ跳びで は
その差が はるか に大 きな効率の低い跳躍法で あ り,跳 び
越 えることが 出来 るクロスバーの高 さは低 くなる。解説
体育編(文 部科学省,2008b;1999)に述べ られてい る,
合理的 な運動の行い方 を身 に付 ける学習 と して は不適切
で はないか と考 える。
走 り高跳びの跳躍法 は,メ キシコで行われた第19回オ
リンピ ック(1968年)において,自 らが考案 した背面跳
び を用いて フォスベ リー(米 国)が 金 メダル を獲得 して
以来,走 り高跳び選手の 間に急速 に広 ま り,そ の跳躍法
が如何 に効率的で あるか とい った研究論文や技術指導書
は枚挙にい とまがない。 はさみ跳び についての出版物は,
我 々の知 る限 り1970年代初頭までの よ うで ある。解説体
育編(文 部科学省,2008b;1999)に明示 されてい るた め
に,安 全 に着地で きる跳躍法 と して,小 学生のみが はさ
み跳 びを行 ってい る。 は さみ跳び は 「Scissorsjump」
の和訳で あ り,ウ ィ ッシュマ ン(1968)も述べてい るご
とく,ク ロスバー を越 えるときに両脚 を交差 させ る(ハ
サ ミの よ うに動かす)跳 躍法で ある。指導 ・解説書(池
田,2015;高橋,2012;口本陸E競 技連盟,2010;木下 と
清水,2005;栗原,1978)には,は さみ跳びの跳躍 を連続
写真やイ ラス トで示 されてい るが,具 体的 な身体の操作
について ウィッシュマ ン(1968)のよ うな説 明はされて
い ない。 教師用指 導資料(文 部科学省,2012)や小学生
陸上競 技指導者 の手引 き(目 本陸上競技 連盟,1994)で
さえも,説 明内容 は不充分で ある。 さ らに,小 学校体 育
科教師用指導書6年 に「は さみ とび」と して図解 して
示 されてい る跳躍 には,ハ サ ミの よ うな両脚の動 きが見
られ ない 「またぎ跳 び」で ある。 この よ うなことも,角 度
小で踏み切 る割合が多か った原因のひ とつで はないか と
考 える。
V.ま とめにかえて
正式な陸上競技会に出場 している小学5年 生と6年生
の男女について,足 裏か ら着地する走 り高跳びの踏切 り
脚の足を接地 した角度 を調査 した。「はさみ跳びの助走
は,直線的にクロスバーに対 して45度くらい」とい う教
師用指導資料(文 部科学省,2012)や小学校体育科教師
用指導書一6年 一(高 橋,2012)の説明と異なり,調査
した全跳躍の約70%が45度よりも小さな角度であった結
果は,は さみ跳びとまたぎ跳びの跳躍法が混在 していた
と考えられる。はさみ跳びの専門的な練習を行っている
と推測できる小学生競技者の結果であることを考慮する
と,体育授業で学習 している跳躍法は,踏切 り脚の足を
接地する角度が小さなまたぎ跳びであって,は さみ跳び
の前段階にとどまっているのではないかかと考えられる。
走 り高跳びの学習では,身体重心を高く跳び上げる踏
切 りの方法を身に付け,その重心高に見合ったクロスバー
を越える身体各部の操作を身に付けることである。本研
究で得 られた結果を,体 育授業で行 うはさみ跳びの指導
に活用するポイン トは,まずクロスバーに対する助走の
角度を45度またはそれよりも大きな角度にし,次に,ク
ロスバーに対する助走の角度と踏み切る足を接地する角
度を一致させる,こ とであろう。グラウン ドで走 り高跳
びの授業を行 う場合は,ク ロスバー中央の直下で直交す
る白線を引き,その線上を助走 して踏み切るようにする
学習の場を設定すること。体育館内で行 う場合は,バ ス
ケ ットボールやバ レーボールのコー トとして画かれてい
るラインを代用することができる。このようなことは,
背面跳びが普及するまではごく一般的に行われていた工
夫である。
しか し,これ らのポイン トを身に付けるためには,高
さが低 くてもクロスバーの上で,両脚をはさみ(Scissors)
のように動かすことができる身体操作が前提になる。こ
のために,体育授業では運動が得意 ・不得意,好 き ・嫌
いな児童が混在 していること,小学校体育科教師用指導
書6年(高 橋,2012),教師用指導資料(文部科学省,
2012)および陸上競技教本 アンダー12(日 本陸上競
技連盟,2010)の不充分な説明を考慮す ると,解説体育
編に明示されている「はさみ跳び」の技能を身に付けるこ
とは非常に困難であろう。跳躍法にとらわれることなく,
足裏で着地する走 り高跳びを学習することが,「記録を
達成 した りすることの楽 しさや喜びを味わ う」ことがで
きるのではないかと考える。
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